
          

 

 

 

 

 

 

 

 

表題にあるのは、本校の学校研究のテーマです。できた、わかった、楽しいと実感できる授業を作

っていくことが、子どもたちに力を付けていくことにつながっていくものと考えて日々取り組んで

います。本校では、算数科を中心に研究を重ねてきました。

 そうした中、授業研究会という機会を設け、全職員で実際の授業を参観し、その授業のあり方等に

ついて意見交換を行っています。他の学校の先生方も参観に来ますし、本校の先生方も他の学校の

授業研究会に参加しています。また、講師役の方をお招きして指導・助言等をいただいたりして、学

びを深めるようにしています。 

 下の写真は、１１月１３日（水）に行われた２年生と４年生の授業研究会の様子です。２年生は「三角形

と四角形」の学習で、仲間分けを通して、それぞれの図形の定義について理解を深めました。また、

４年生は、Ｌ字型の図形の面積を長方形や正方形の面積の公式を使って求めることに臨んでいまし

た。授業づくりに正解はありません。だからこそ教員は学び続けなければなりません。子どもたち一

人ひとりに確かな力を身に付けさせるため、これからも研究と実践を積み重ねていきます。 

 

 天候やグラウンドコン 

デイションの不良のため 

延期になっていた持久走 

記録会が無事に終了しました。おうちの皆様には、平日の日中にも 

関わらずたくさんのご声援をいただき、子どもたちの大きな励み 

になりました。ありがとうございました。 

順位の表彰はありますが、自己記録の向上が大きな目標です。 

最後まで頑張りぬいた全員に大きな拍手を贈りたいと思います。 

 

長井市立致芳小学校だより 

令和６年１１月２７日  NO.14 

校是 「和致芳」 



 

 

 

 １１月２２日（金）に、今年度２回目となる学校運営協議会を開催しました。はじめは、各学級の授業参

観から。１年生は５時間目の授業がない日のため、帰りの会の様子を見ていただきました。その後、前

期の学校評価と地域学校協働活動の取組について報告を行い、委員の皆様からご質問やご意見を

いただきました。学校評価で保護者の皆様からいただいているご意見やご心配事等についても、

真摯に対応していくことをあらためて確認したところです。 

 後段は、表題にあるテーマについて、２つの視点（①学校施設の活用、②保護者や地域の方々と

の協働）をもとに熟議を行いました。自由な発想で…という前提のもと、以下のようなご意見をい

ただきました。１つでも実現できるよう検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和6年 1２月の行事予定 

１ 日  12 木  23 月  

２ 月 
安全の日 

心を育む給食週間（～６日） 
13 金  24 火 ２学期終業式 

３ 火 クラブ活動 14 土 土曜ランド（そば打ち体験） 25 水 年末年始休業（～1/６） 

４ 水  15 日  26 木  

５ 木  16 月  27 金  

６ 金 致芳教育会懇談会 17 火  28 土  

７ 土  18 水 プログラミング学習（４年） 29 日  

８ 日  19 木 ＡＬＴａlk Ｄay 30 月  

９ 月 母親倶楽部読み聞かせ 20 金 給食記念日『セレクト給食』 ３１ 火  

10 火 総合学力調査、委員会活動 21 土  
 1/7（火） ３学期始業式 

11 水 総合学力調査、いなほ号 22 日  

学習がんばり週間 

１０/２９～１２/１１ 
 

アウトメディアⅡ 

１１/２５～１２/１３ 

 

 
 この度、３つの団体様より、寄贈していただいたものがあり 

ましたので、以下のとおり報告いたします。 

 まず、右上の写真からですが、致芳親和会（致芳地区在住の 

市役所職員の皆様の会）より１万円分の図書カードをいただき 

ました。さっそく相当分の書籍を注文させていただきました。 

続いて左上の写真になりますが、致芳地区更生保護女性会の 

皆様より雑巾８０枚をいただきました。いずれの団体も長年に 

渡って寄贈していただいております。ありがたいことです。 

 そして、下の写真のシクラメンは、置賜農業高校の皆さんか 

らのものです。５年生が来春につながる寄せ植えの指導をして 

いただいた際に寄贈していただきました。各教室をはじめ、校 

内に飾らせていただいております。これから次々と花を咲かせ 

ていくことでしょう。皆様、大変ありがとうございました。 

①「みどりのコース」を地域と共に再整備（教育山の間伐材をウッ

ドチップにして敷き詰める、地域の方々の健康促進にも活用） 

②各地区の神社や獅子連の方々から話を聞く機会を設ける（郷

土愛を高める、地域の伝統文化の継承へ） 

③校舎を使った「肝試し」の復活 

④地域との協働活動へ（運動会、文化祭、防災訓練、収穫祭等） 


